
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 名 等 大垣市立西小学校 

実 施 日 時 令和 3年 6月 26日（土） 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 18 名 

学習課題（分野） おにぎらず、みんなで作って食べよう！ 

(基本的な生活習慣・家族の大切さ) 

運営者の願い 
会場開催ではなく、Zoom を使用してオンラインで料理教室を開催した。 

オンライン開催にすることで、他者との接触を避けながらも交流する事ができ

るとともに、家族が同時に料理をする事で家族間の交流や絆が深まると考えた。 

学 習 の 内 容 

＜取組内容＞ 

・ 事前に子どもの発想を元に食材選びをする。栄養バランスをよくするために、あか、みどり、きい

ろの食品群から食材を考えて選んだ。目玉焼きや、焼いたお肉、チーズや漬物、レタスやキュウリ

などを各家庭で用意した。 

・ Zoom を使用しフードコミュニケーターの先生に教えて頂きながら親子でおにぎらずを作り、作っ

た後は画面越しにそれぞれのおにぎらずを見せ合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オンライン料理教室の感想＞ 

・ 先生には、質問に一つ一つ答えて頂けた。 

・ 子どもたちもすぐに反応を返す事ができる楽しさがあって良かった。 

・ 他の人が作った物を見て、次に作る時の中身の参考になった。 

・ 子どもが自分で考えて作る所が成長を感じられた。 

＜取組の成果＞ 

・ オンラインにする事によって他者との接触を避けつつも交流する事ができた。 

・ また自宅で行う事で子どもの成長を近くで見る事ができ、家族で作る事によって絆がより深まっ

た。 

・ 今回参加希望をつのったが、不参加の方にアンケートを取る事で、オンラインに対する不安や疑

問も明らかになり、今後の取り組みの参考になった。 

体験活動参加型(小学校) 

 

オンラインでの開催 

子ども達は、リモート授業

とは違った楽しみを味わう

事が出来ました。 

また、画面を通して講師

の先生や他の人たちと交流

することができました。 

 

家族との交流 

一緒に買い物に出かけ、

どんな具材を入れるのかど

んな順番で挟むのか話しな

がら作る事ができました。 

作る時に、誰の為に作る

のか考えることによって、作

ってあげたい相手を思って

作る事ができました 

 

【作ったおにぎらず】 

【家族で料理】 


